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保存科学に関わる活動報告
Report　on　Conservation　Science　Activities
2004年度のG月から翌年5月までの問、塚IHはll本学術振興会斗』、1…定　　　　From　June　2004　thr・ugh　May　2005，　Masahiko　Tsukuda　coIlducted
国派遣（長期）研ラ冠～i・oj‘業およびII‘1、ン1西洋）ミ術角゜1在外研究員制度　　　　　ov（「seas「es｛d「ch　al】d　study　aUhe　Istituto　di　Fisica　ApPlicata“Nello
。・よる助嬢1大1・・i・…1・di　Fi・i（：・APphca…N・ll・Carrara・（イタ　蹴；識，、：lll！，II蹴：：1∴懸Ill諜翻器認農麟
リア）、およびUniversity　College　Lond（）ri（英国）において、在外研　　　the　promotion　of　Sciellce　E．11・）d　the　National　Research　Council　of　ltaty
究を行なった，研究課題はそれぞれ、「近代絵画材料の非破壊的　　　（CNR）and　l）y　the　NMWA・vuρseas　r（sくarch　Program．　His　research
調査法に関する研究」、および「近代絵画材料の化’）：的分析に関す　　　topics’「esPectively’　we「e」“study°f　11（）11’invasive　investigation　methods
るiVl・究」でフ・イバー・オプティクス分光法、イメージング胱法、ラ　盈1認糊、1；：｝1鵬1；ll舗，：；lll誌1「：朧，i麟1認膿
マン分光法という3つの分析手法が、18世紀以降に絵画作品制作に　　　analytical　meth。ds，　iiatnely　fiber。ptics　reflectance　spectroscopy，
川いられるようになった顔料の分析に適用可能であるかを検討し　　　imaging　sPect「°sc（）Py　and　Raman　sPect「oscoPy，　in　te「ms　of　th　ei「
た、これらの手法はいずれも、それぞれの機関で近年、オールドマ　　　aPPIicEit）i1．it）’．　t°tile　analysis　of　Pigments　used　in　Paintin9　P「oduction
　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　smce　the　18th　celltuワ．　While　il）recent　years　all　three（）f　these　methods
スターの絵1由1やフレスコ画、彩色写本、などの顔料分析に盛んに用　　　have　been　frequently　used　in　b。th　iilstitutes　f。r　pigment　analysis　of　Old
いているものであるが、近代絵画の調査に用いた経験は少なく、ま　　　Masters，　fresc・pail）tillgs，　i】lustrated　manuscri［．）ts　and　other　such　works，
た目本国内ではほとんどその活用例がないものである。これらの研　　　they　have「a「ely　been　used　il’1　the　stu（／ly　of　mode「n　Paintings・Fu「the「
究から、それぞれの手法を近代絵画の調査に用いた場合の特徴が　　　　they　a「e　alm°smevel　u野ed　ill　JaPan’These　studies　all°w『d　Tsukuda　to
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　grasp　the　c．harac：teristicg（》f　how　cach　metho（I　works　ln　surveys　of
把握でき、さらに今後も共同研究を続けて、得られる情報を蓄積して　　　　modern　paintingst　alld　to　organize　a　cooperative　project　for　the
いく体制を整えることができたQこの成果を今後、’ii館をはじめとす　　　ac．cumulation　of　inf（）rmation　gaine（i　ill　continUil1　5J　j（）int　research．
るll納に所蔵されている近代絵画、彩色文化財の調査に応川して　　　　DU「in9　the　Pe「iOd°f　Tsukuda’s　abSenCe　f「C）m　the　NMWA・Hajime
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mabuchi，　a　replacernent　fixed　term　researcher，　conducted　the
いきたい　　　　　　゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Conservation　Science　Sectiorゴs　routine　work，　such　as　gallery　and
　　またこの期間、各展示室・収蔵庫の温湿度管理、貸出作品への　　　storage　area　climate　c（）ntr。l　management，　the　installation　and
温湿度データロガーの装着と記録管理、展覧会で用いるために製　　　management　of　temPerature　and　hutnidity　data　lo99ers　to　works　lent　by
作する展示ケース用の内装材の化学的性質の検査、など、例年保　　　the　NMWA’　and　analysis°f　chelnical　P「c）1）e「ties　of　mate「ials　used　in
　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　display　cases　produced　for　use　in　the　NMWA　exhibitions．
存科学室が行なっているルーティン’ワークは非常勤糊のII，IJ渕創　　・n　add…。。・、、・he　ab。ve　a，，・．・，・。，，　b。g・nni。9、，　F、，cal　2・。4，　a
が行なった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　preparatory　survey　was　condしicted　to　determine　the　state　of　what　kinds
　　それに加えて、2004年度より館内への生物侵入・生息状況の予備　　　゜f　insect　and　small　animal　ente「ed　and　existe（1　within　the　NMWA’s
調査を開始した。当館では館内の温湿度を狭い範囲に安定させる　　　buildings’The　NMWA　stoPPed「egula「ly　scheduled　fumigation　of　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　entlre　museum　facility　in　the　early　1990s　because　of　concerns　about　its
ことにより、温湿度変化による作品への影響を抑えると同時に、カビ　　　effects　on　the　conservそ土tion　ol　art　works　and　orl　the　environment．
の発生などの．生物による作品への加害を起こりにくくするという方針　　　Instead，　through　careful　stabilization　and　strict　monitoring　of　interior
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タで保存管理を行ない、これまで作品に目立った虫』菌害が起こること　　　humidity　and　temPe「atu「e　levels　withi「】ana「「（）w「ange・the　museum
を防ぐことができている。しかし一方で、館内の様々な場所でゴキブ　　　　aims．t？suPP「ess　9ffects　o．n　a「t　w°「ks　b「9ught　about　by　te．mPe「atu「e　o「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　humidity　fluctuation，　and　at　the　same　tlme，　to　prevent　the　growth　of
リ、クモなどの生物を見かけることがある。これらの生物の中には文　　　　mold　and　other　biological　matter　which　can　harm　art　works．　This
化財の保存上、害虫と考えられているものも含まれており、直接間接　　　　careful　management　has，　so　far，　successfully　prevented　Inajor　damage
に作品に被害を及ぼす可能性があるのに加え、衛生などの観点か　　　f「om　being　caused　by　insects　and　biological　9「owth　to　a「t　wo「ks　in　the
らも・できる限り館内一の侵入・生息を防ぐことが望まれる・また・当　撚：灘ll。lt膿1臨潔，，lfl濫聯£c鑑c瀧1
館は上記の管理体制により、これまでも定期的、全館規模の’鷹蒸を　　　insects　are　considered　noxious　in　terms　of　the　preservation　of　cultural
行なわない方針であったが、それに加えて、従．来煙蒸に用いられて　　　　P「oPe「ties・Given　the　fact　that　these　hnsects　can　damage　art　works
きた薬剤が地球環境、人の健康などへの影響から使用が禁IL・制　　　　di「ectly　o「indi「ectly’　and　fo「hygiene’it　is　desi「able　to　P「event　thei「
限されるようになったことから・iH：界的にも予防対策を中心としたIPM　：瀦繍1ご騰二1諜濫器鵬hl器゜1認i21111
（lntegrated　Pest　Management、〕本語では総合的有害生物［吉虫］　　　1imitation　of　the　use　of　fumigation，　since　the　late　lggOs　there　is　a
管理と訳される）へと移行が進んでいる。これは有吝二生物の個体数　　　9「owin9　shift　in　museums　wo「ldwide　f「om　the　fumigation　to　the　use　of
を被害のない程度の数に制限していく管理一方法で、当館でもIPMの　　　　Inte8「弓te『Pest　Management（IPM）system’　caused　by　the　p「ohibition　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　or　limltations　on　the　use　of　existing　fumigation　chemicals　because　of
手法に則った対策をより進めていく必要がある。そのためにまず現　　　　their　effect　on　the．environment　or．human　health．　This　relatively　recent
状の把握と問題点の洗い出しを行なう準備が、今回開始した調査　　　　management　system　concept　is　based　principally　on　preventive
である。これを来年度まで続けて長期的に調査し、その結果から今　　　measu「es　and　aims　to　li【nit　the　numbe「of　Potentially　ha「mful　biological
後の対応策を検討する予定である。　　　　　　　　（塚田全彦）　　　elements　to　a　non－ha「mful　leveL　This　is　somewhat　simila「to　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NMWA’s　concept　and　management　system　employed　in　recent　years，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　there　is　a　need　for　the　NMWA　to　make　progress　on　its　IPM
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　＊　　＊　　　　　　　mea・u・e・．　Th・p・e・ent・urv・y　w・・b・gun．t・9・i・。g・a・p・f　th。・curre・t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　situation　in　the　museum　and　figure　out　problem　areas　within山e
29
rmisetirn facilities. This survey is long-term in duration, continuing into
the next fiscal year, and it can be anticipated that results of the survey
will lx) used in the future consideration of response measures.
                                         (Masahiko Tsukuda)
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